


















































































































































































































































































































































































































2001 ～ 2012 掲載なし
　また、1994年には「激のかわりに極が用いられる」という記述もあった。他は短縮語、名
詞相当語に付加した用法しか採録されていない。つまり「激」は副詞としての用法を確立で
きなかったと言える。したがって、以下のように被修飾語に前接しない自立語の副詞とし
ての使い方は不可能である。
（○は自然、×は極めて不自然なことをさす）
　×激これ、辛いんだけど・・・
　○超これ、辛いんだけど・・・
　
　×激この番組面白いんだけど・・・
　○超この番組面白いんだけど・・・
　×　激この部屋寒いんだけど・・・
　○　超この部屋寒いんだけど・・・
４．おわりに
　「激」と比較しても、「超」が多用される要因として、その用法の多様さが挙げられる。な
かでも、「超」が自立語の副詞として完全に熟した使い方を確立していることが、「超」の生産
性を高め、多くの人に多用される言葉となった要因であると思われる。また、もともと漢
語という出自、さらに出版物にも使われることから、文体的価値も低くないことも一因で
あろう。今後、「超」は一般語として完全に定着していくのか、それとも次第に衰退してい
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くのか、その動向を探るべく、さらに通時的な研究を行っていきたい。
————————————————————————————————————————
【注】
i田村（1995）は接頭辞を以下のように説明している。
　　接頭辞は語構成の一つであり、常に他の語に前接して、何らかの意味を付加し、合成語の前項部
分を構成する要素のことである。そして、基本的にはそれ自体が単独で用いられることはないが、
中には「豆電球」の豆や、「鬼監督」の「鬼」などのように本来自立語であったものの意味が転じて、接
頭辞となったものがいくつかみられる。接頭辞の付加した語は接頭辞と語基に分けられる。
ii窪薗（2006）P.54による。
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